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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加藤と申します。今年は現代的なプラネタリウムが登場して100年ということで、１月の研究会ではハードに中心を置いて100年史を語らせていただきました。本日はその一環で、わが国で「プラネタリウム」なる用語を最初に登場したのはシーボルト事件に絡んで、というショッキングな話をさせて戴こうと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すでに大枠はここで紹介させて戴いています。



1.オーラリーとプラネタリウム

発明：ジョージ・グラハム 1704 年

ジョン・ローリー 1713 年作成
オーラリー伯爵の依頼 ジョン・デサグリエ 1730年頃

オーラリーは３球儀として誕生、プラネタリウムはそれを惑星系に拡張

司馬江漢著

2.オルレレイ図解
1796頃

1796年あたり
「予今始テ此器ヲ創製ス」

歯数の記載もあり、内
容を調べている

出所は？
天文方とは交流あり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　惑星運行を機械的に再現して見せようという試みは星座盤や天文時計に見ることができます。
　天文時計を小型化し、卓上に置けるようにしたのがオーラリーと言っても間違いではないでしょう。言われているところではオーラリーは1704年に発明されています。太陽、地球、月の３天体が公転する３球儀でした。
　これを惑星系に拡張したのがデサグリエで、これをプラネタリウムと命名しました。1730年頃でした。これが私が知る最初の用例です。
　ただ、その後、両者は混交し、一般にはオーラリーと呼ばれるようになりました。



蕃書調所書籍目録写 箕作秋坪写 1860頃

1803年発行「天体儀説」、 「七曜儀附説和解」



• 1826年3月4日、オランダ使節の江戸参府に同道していたシーボルトを定宿長崎屋に初めて訪
ねた

4月12日までの1ヶ月余の間に何度か接触

• 景保の目的は南下するロシヤの事情把握とオランダ製の新しい地図を入手すること

シーボルトは

「日本国中物産の記録並びに日本・蝦夷の測量図あらば、之に応ずべし」

以上、八木史郎（1935）著「玉岡高橋景保先生略年譜」から

3.1 シーボルトと景保との出会い1826年3月



No 日付（旧） シーボルトから 景保から

1
1826.7.23.
受

八木, p27-28
「此節七曜星を仕込候細密の時計細工持
渡申候。若御入用被レ為レ在候はゞ差上
候様可レ仕候。好事家に地球等の運動を
示し候為に珍敷品に御座候」

2
1826.11.3.
出

八木(1935)、p.28
「七曜星仕懸候時計細工持渡有レ之候由、被レ
懸二心頭一為二御知一被レ下、致二祝着一候」

呉(1926)、p.271
「七曜星仕懸の時計Planetarium 買求め度・明
春献上便に送付せんことを望む」

3
1827.1.17.
出

・呉(1926)、p.271
「七曜星仕懸時計は既に他方へ譲渡した
ること」

4
1827.3.24.
出

八木、p.29
「七曜星を仕懸候時計細工之事、愚札相達候以
前、外に御譲之由、残念至極に候」

3.2 シーボルトと景保との書状交換
1826年7月～ 1827年12月

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
怪しい、とは原文にプラネタリウムとあるのでは？
返事にPlanetariumとある！



5 1827.6.15.出

呉,p.272
「なほプラ子タリウムに付甲比伊丹メイラ
ン所蔵品を献呈すべしと附加へたり」

6 1827.6.24.出
呉,p.273
言及なし

7 1827.7.19.出

呉,p.272
「プラ子タリウムは長崎奉行の帰便に托された
い」

八木、p.30
「プラ子タリウム之義に付、段々御厚配被レ下、
忝御座候。何卒長崎奉行帰便御差送可レ被レ下候。
右代品早速差送可レ申筈に候得ども、プラ子タリ
ウム者、其価凡何程位之品に候哉、相分不レ申候
間、何れ右品一見之上、差送候様可レ致候。」

8 1827.12.8.出

呉,p.273
「プラ子タリウムは吉雄に渡し、馬場為八
郎より高橋に届けべき」

9 1828.2.3.出
呉,p.273
言及なし

No 日付（旧） シーボルトから 景保から



3.3 シーボルトから景保へ小包
1828年3月28日

• 景保宛て書状、

• プラネタリウム一台、

呉(1926)P223の解説文では「プラネタリウム（人工地平儀）一個」、八木(1935)も同じ

• 馬来（マレー）辞書一冊、

• 木綿一反

• 間宮林蔵宛て小包 ➡ 景保、監視対象に

＊プラネタリウム（人工地平儀）としたのは呉（１９２６）の誤りか？



3.4 事件化、処罰
1828年10月13日捕縛

• 景保、10月13日、捕縛さる

• 長崎へ急使、帰国しないうちに地図、文書を差し押さえるようにと。

• シーボルト、吉雄の警告に従い、複製

以上、大谷(1917)「伊能忠敬」

• 言渡書

私欲ハ無之候共勝手向入用ト申打込・・・重々不届＊至ニ候存命ニ候得ハ死罪被仰付モノ也。

船が難破して・・・という話は眉唾ものらしい



高橋景保
浅草 源空寺

3.シーボルトのプラネタリウム

1823年来朝

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
玉岡　ぎょくこう　らしい



4．シーボルトの尋問調書から
■尋問 呉1926、P.324

• 「二、於出嶋二十六日の書状に。高橋作左衛門に豫而約束いたし候由地図二ツ・こっぷ六ツ差送
り候由。其後カランスKARANS差送候由。外にプラ子タリウムPLANETARIUM・時計仕掛候
品・作左衛門方に相送候由。是又誰相頼差送り候哉。

• 三、於出嶋千八百二十八年二月廿五日の書状に通詞ゴノスケを以、別紙壹通ドースDOOS小箱
入キュンストリーム一・ロールダ、ハン、エイシンガROORDA VAN EYSINGAが著述いたし・・・。誰相
頼発送候哉。

• 五、於出嶋二月三日の書状に・・・。・・・。プラ子タリウム作左衛門方に相送候由。

• 九、於出嶋千八百二十八年二月廿五日の書状に・・・。尚又作左衛門より千八百二十八年七月
十九日書状差越候節、・・・。シーボルトより作左衛門に両度書状遣候節、諸方に而測量いたす経
度緯度之記載幷プラ子タリウム共遣候由。是亦何品に候哉。・・・、キュンストキム相送候趣。右
者何品有之候哉。



シーボルトの回答、P280あたり

• 「二、・・・。外にプラ子タリウムPLANETARIUMに車輪仕掛け候品差上申候書状幷品
物等誰を以差上候哉。是又聢と難申上御座候。

• 三、・・・。・・・ドース入（菓入）・キュンストキム（御本文に御座候、キュンストリームと有之
候得共、キュンストリームと唱候品無之。・・・、キュンストキムは術を以製したる地平と申儀
に而、自然之地平見得ざる所にて日輪を量るに用ふる器に御座候。

• 五、・・・。・・・プラ子ターリユム（譯前に出し申し候）・バロメーテル（譯前に出し申し
候）・天文地理必用之品差上可申段御約束申上。其後プラ子ターリユム・天文地理必
用之品竝マキシムを戴候地図等差上申候。

• 九、・・・プラ子ターリユム者日月諸星地球迄之運行を明かに見
易き様にしたる器に而御座候。



5．プラネタリウムの初出
第一書状にPLANETARIUMとあったのでは？

• 第一書状はシーボルトから
八木、P.27-28
「此節七曜星を仕込候細密の時計細工持渡申候。若御入用被レ為レ在候はゞ差上候様可レ仕候。好事
家に地球等の運動を示し候為に珍敷品に御座候」

• その返書（第二書状）
呉、P.271
「七曜星仕懸の時計PLANETARIUM買求め度・明春献上便に送付せんことを望む」

• 第一書状に PLANETARIUM という文言があった！ 通詞が「七曜星を仕込候細密の時計」と
ただし、呉、八木資料が信頼できるなら



６.どんなものだったか

市野茂喬著「惑星儀図解」1832年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市野：数学者として有名らしい、伊能の測量に同行



G. ADAMS,JR._1789



寛政暦書1844 蛮製天体儀 公運儀

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市野と同じものでしょう。



機能や機構の解説だ
けで由来等はなし



まとめ

• プラネタリウムなる用語のわが国での初出例は、
1826.7.23.に御書物奉行天文方兼帯高橋景保が受理したシーボルトからの書
状 ・・・ らしい
現物を見たいが・・・

• 1828年3月28日に景保に届いたシーボルトからの小包にプラネタリウムが入っていた。
それがどんなものか、不明

• 1832年頃に天文方には立派なオーラリーがあった



終



シーボルトの尋問
調書

これらの資料の記載が正しく、呉
の採録が正しければ、

１８２６年８月２６日のシーボルトの
手紙に
Planetarium 
という語があった可能性大

それを通詞が
「七曜星仕掛けの時計」
と訳した



3.3 プラネタリウムの登場
• 1827年7月19日、シーボルトへ

「プラ子タリウム之義に付、段々御厚配被レ下、忝御座候。何卒長崎奉行帰便御差送可レ被レ下
候。右代品早速差送可レ申筈に候得ども、プラ子タリウム者、其価凡何程位之品に候哉、相分不レ申
候間、何れ右品一見之上、差送候様可レ致候。」

以上、八木史郎（1935）

• 1828年3月28日、届いた。間宮林蔵宛ての小包も同封。

• 以後、景保は監視対象に

• 1828年10月13日、浅草天文台横にあった景保役宅に捕縛役



４．呉秀三著「シーボルト先生その生涯及び功業」（2ND、1926）
に見るシーボルトと景保とプラネタリウム

• シーボルト関係では第一級の文献とされる

• 混乱あり

•



呉 P217
錯綜する情報

・1828年2月3日 シーボルトから景保
へ手紙

地図等の報酬にプラネタリウムと

・景保はクロノメーターの送付を依頼

これは精密時計＝プラネタリウム の可
能性あり



呉 P223
錯綜する情報

プラ子タリウム（人工地平儀） ？

呉 P217
錯綜する情報

八木（1935）

キュンストキム
プラ子タリウム（人工地平儀） ？



大坂学派（麻田派）「先事館」

• 麻田剛立 （1734-1799 ） 「先事館」

• 間 重富 （1756-1816）

• 高橋至時（よしとき） （1764-1804）

26



大坂学派、江戸の天文方へ
• 寛政7年（1795年）、至時は重富とともに、改暦を行うため出府

• 寛政の改暦（1798年施行） － 松平定信の発意、

わが国独自の暦

• 天保の改暦（1844年施行）

• 至時子息 高橋景保 － 外国語、シーボルト事件

渋川景佑 － 天保の改暦

• 至時・景保弟子 伊能忠敬 － 精密日本地図、シーボルト事件



高橋至時とラランデ天文書
• ジョセフ＝ジェローム・ルフランセ・ド・ラランド

（1732-1807）

• 1764年：ASTRONOMIE（『天文学』)

• 1773年：ASTRONOMIA OF STERREKUNDE

• ⇒ 日本へ 1803

• 「日月」だけから「五星」へ

－ ケプラー、ニュートン

• 至時死後、間ら翻訳に

• ⇒ 天保の改暦 1844

• ⇒ 蕃書和解御用 1811 28



シーボルト事件

• 文政11年（1828年）9月、オランダ商館付の医師であるシーボルトが帰国する直前、

所持品の中に国外に持ち出すことが禁じられていた日本地図などが見つかり、そ

れを贈った幕府天文方・書物奉行の高橋景保ほか十数名が処分され、景保は獄

死した（その後死罪判決を受けている）。シーボルトは文政12年（1829年）に国外追

放のうえ再渡航禁止の処分を受けた。当時、この事件は間宮林蔵の密告によるも

のと信じられた。

OUS天文学史 ・・・ 加藤賢一 29



天文方から洋学所へ
• 1811 天文方に蛮書和解御用

• 1828 シーボルト事件

• 1855 蛮書和解御用が独立し、洋学所に

• 1857 洋学所を蛮書調所とし、外国語学校に

• 1863 蛮書調所を開成所に

• 1865 開成所に理学、化学の２科を置く。翌年、星学、兵学。

• 後、大学南校

• 1869 大学に統合、大学校分局に。同年、大学南校に。

• 1874 大学南校を東京開成学校と改称、物理学科設置

• 1877 医学校と合併し、東京大学に







概 要

シーボルトは

なプラネタリウムが登場して100年。

元祖プラネタリウムが登場したのは約200年前。
幕府天文方の高橋景保はシーボルトへの返書に
「プラ子タリウム」と書いた。

これが筆者の知る日本で最初の使用例。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
とばす




司馬江漢著
2.オルレレイ図解

1796頃
1796年あたり
「予今始テ此器ヲ創製ス」

歯数の記載もあり、内容を
調べている

出所は？

天文方とは交流あり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こうしたオーラリーがどのような経過でわが国に伝えられたかわかりませんが、1796年頃に司馬江漢が「オルレレイ図解」というパンフレット様のものを出し、こんな絵を載せています。デサグリエ流の立派なプラネタリウムです。
　江漢は「自分が作った」と書いていますが、どうもそうした形跡はなさそうです。
　江漢と天文方は交流がありましたから、この前に天文方は当然知っていたはずです。
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